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「SDGs達成のために⾏動すること」
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地球上の⼀⼈ひとりにとって、

より持続可能な、より良い未来を創っていくために、

政府機関、市⺠∕団体、国連関連機関やその他団体が協⼒し、

2030年までに達成することを⽬指す⼀連のゴール—

それが、持続可能な開発⽬標（SDGs*）です。

*Sustainable�Development�Goals

�

17のゴール・169のターゲットから構成されているSDGsは、

それまであったミレニアム開発⽬標を引き継ぐ形で

2015年に設定された国際⽬標。

地球上の「誰⼀⼈取り残さない � �No�one�will �be�left �behind」

ことを誓っています。

�

⽂字通り「すべての⼈」が平和で、

豊かな⽣活を送っていけるように。

そして同時に

地球環境、多様な⾃然・⽣物を守り、

未来もずっと持続可能な社会にしていけるように。

「経済」、「社会」、「環境」

3つの側⾯のバランスのとれた

未来を創ることを⽬指しています。

私たちYUNGAは、多様なアクターの中でも

特に⻘年（YOUTH）に焦点を置き、

このSDGsの達成に貢献をすべく、

活動しています。

WHAT IS SDGS?
持続可能な開発⽬標とは？
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国連広報センター、SDGsを広めたい・教えたい⽅のための「⻁の巻」参照

(c)YUNGA Japan



YUNGA� (Youth� and� United� Nations� Global

All iance, �*若者と国連グローバルアライアンス)は、

国連機関、市⺠社会組織、及び⼦供や若者を対象に

活動するその他団体間の国際的プラットフォームで

国連機関FAO（国際連合⾷糧農業機関）の傘下にて

2009年に発⾜しました。

�

現在23カ国・地域で活動が広がっており、

未来の担い⼿である⻘少年が世界に視野を広げ、

その変化の主体となっていけよう、

エンパワー∕働きかけることを⽬指しています。

�

そのためにYUNGAは、

⻘少年が国連の活動や取り組みに参加するための

「⼊り⼝」としての役割を担い、

彼らがローカルとグローバルレベル双⽅の

社会や環境の課題に⽬を向け、その状況を学び、

グローバル市⺠として「⾏動」を起こしていく事を

後押しするべく活動しています。

YUNGA�Japanは、初の⽇本公式拠点として

2019年9⽉21⽇に満を持して発⾜。

㈱パソナグループが運営している

次世代グローバルリーダー育成プロジェクト、

Awaji �Youth�Federationを運営⺟体として

兵庫県淡路島を拠点に全国へ活動を広げています。

YUNGAは今後も⻘少年世代を巻き込み、

彼らがもっている⼒を最⼤限に引き出し、

また彼らが主体となる活動を通じて、

SDGsの達成に積極的に貢献していきます。
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ABOUT 

YUNGA
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FAO YUNGA Homepage:

http://www.fao.org/yunga/home/en/



「SDGsは遠く感じる。⾃分にできることなんてある？」

「何か挑戦したいけど何をしたらよいかわからない。」

「意識が⾼い⼈たちがやってる事じゃないの？」

�

YUNGA�Ambassador�Programは、

そんな思いを持った⽇本の⻘年、特に⼤学⽣が、

⾃ら「⾏動」をしていくことに焦点をあてた、

YUNGA�Japanが世界で初めて始動するプログラムです。

�

今⽇、⻘年世代である10歳から24歳までの⼈⼝は

世界で18億⼈と推定されており、この世代の⼈⼝では、

⼈類史上最⼤といわれています。

この⼈⼝は更に増加することが想定され、

2015年から2030年の間だけでも、

約19億⼈が15歳になると予測されています。

�

かつてないほど互いにつながることができる現代では、

⻘年たちはますます今までにない⾰新的な⽅法で、

様々な課題解決に貢献し、社会の進歩を進め、

国や社会の意思決定に影響を与えています。

それは⽇本でも例外ではありません。

⻘年はいつの時代も変化の源であり、

より良い未来を創るため設定された

SDGsの達成のためにも重要なアクターです。

�

その⻘年が、⾃⾝の⼤学や地域という

⾝近な場所にある現実の課題に対し、

⾃ら学び、⾃ら仲間を巻き込み、

そしてその解決に向けて⾏動を起こしていく機会―

それがYUNGA�Ambassador�Programです。

�

このプログラムでは、約11カ⽉間にわたり、

⽇本の⻘年、特に⼤学⽣が、

持続可能な社会について学ぶと同時に、

⾃ら仲間を集い課題を調査し、

解決策となるプロジェクトを実施していきます。

�

⽼若男⼥問わず、多くの⼈が

「⾃分にできることなんてある？」と迷っている時代。

地球に、社会に、皆に良い事を、

もっと楽しく、もっと⾯⽩く、もっとかっこよくー

これは、⻘年だから出来る事だと信じています。

�

YUNGA�Ambassadorとなる参加者は、

現実の⾏動を通し、同世代の⻘年層を巻き込んでいく、

「⾏動するYOUTHリーダー」として

地域、⽇本、世界をリードする⼈財です。

�
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1.世界的な⻘年ムーブメントの創出

⻘年が、国連の⽬指す理念を知り、

社会⽣活と環境の双⽅により良い影響を与えるため

⾏動を起こす世界的な⻘年ムーブメントを創出する

2.より良い世界のために⾏動する⻘年リーダーの育成

⼤学やコミュニティ、またそれらを超えて、

国連の持続可能な開発⽬標（SDGs）と

YUNGAが⽬指す「⾏動する⻘年の拡⼤」の推進を⽀援する

⻘年リーダーを育成する

3.⻘年が持つ可能性を最⼤限に引き出す

各地で抱える課題の解決のための

⾰新的なアイディアの実現と、

その未来を創るリーダーを育てるため、

⻘年が持つ可能性を引き出す

YUNGA Ambassador Programが⽬指す事
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YUNGA�Ambassador�Programでは

「学び、⾏動する⻘年の拡⼤」のため、

参加者⾃らの積極的な「⾏動」に焦点を置き、

２つの⼤きなセクションに分けて実施していきます。

⼀つ⽬のセクション:Preparation（準備）

専⾨家やトレーナーによるオンライン講義を

通し、SDGsやYUNGA。また後に必要になる

巻き込む⼒、課題分析、解決策を⾒出す

⽅法などを事前に学習。

⾃ら今後ともに活動する仲間を集い、

チームで課題の調査を開始します。

⼆つ⽬のセクション：Implementation（実⾏）

チームで調査した⼤学やコミュニティが

かかえる課題を分析し、それに対して

どのような解決⽅法が考えられるか

アイディアを創造。

チームでプロジェクトの企画をし、

実⾏していきます。

RESPONSIBILITY

OF AMBASSADORS 

Program overview

SDGs達成のために、

⼤学∕コミュニティで�

⾃ら”⾏動”を起こす

PREPARATION IMPLEMENTATION

(c)YUNGA Japan
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PREPARATION

Section 1

2021年2⽉よりプログラムを開始した前半は、

事前学習とチームの構築、⼤学・地域コミュニティでの

課題のリサーチを開始していきます。

YUNGAも、SDGsの活動も、どんな事をするにも、

周りを巻き込む事は不可⽋。

ここでは仲間を集って調査に挑戦していきます。
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2021�FEB- APR-MAY JUN

�プログラム開始・導⼊

（SDGs�and�YUNGA）

⽬標：

SDGsとYUNGAについて

理解を深める。

� � � �

概要：

オンラインレクチャーや

ワークショップ、専⾨家

との対話・講義を受講。

SDGsやYUNGAを始め、

後のリサーチやプロジェ

クト構築のために必要な

事前知識を学習します。

�キャパシティ

ディベロップメント

⽬標：

後のステップで必要な

スキルを学び、

⾃⾝の現状を知る。

� � � � �

概要：

後のプロジェクト構築、

同世代の仲間や⻘少年を

巻き込むための準備。

リーダーシップや、

巻き込む⼒など必要な

スキルやツールを

学習します。

”巻き込む”

チーム構築・課題調査

⽬標：

仲間を集い、チームで

課題の調査を開始する。

� � � �

概要：

いよいよここで、⼤学や

地域・コミュニティで

今後共に活動する仲間を

⾃ら集っていきます。

チームを編成できたら、

共に課題の調査⽅法を

学習しながら、⾝近な

活動範囲で現実の課題を

調査していきます。



アイディアの構築、

プロジェクトの企画・実⾏

⽬標：

チームでプロジェクトを構築。

実際に企画を⽴て「実⾏」する

概要：

課題に対する調査結果を持ち寄り、

その課題解決のためにチームで

どのような事が出来るかアイディアを

ブレインストーミング。

プロジェクト※を構築し、計画を⽴て

とにかく実⾏していきます。

★プロジェクトについての詳細は、

次ぺージ（PAGE�07)�へ

※上記に加え、全国のAmbassadorは

9⽉のWorld�Cleanup�Day(世界清掃の⽇)に、

各地で海岸清掃イベントを実施します。

活動の発信

修了式

⽬標：

国際的オーディエンスへ

活動内容を発信する

概要：

Ambassadorと

チームメンバーの

晴れ舞台。

国連機関やその他団体に

活動の成果を報告、

広く発信します。 �

★修了したAmbassadorは

公式認定証を受領。

第⼀期修了⽣として、

修了⽣コミュニティの

⼀員となります。
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JUL- DEC

IMPLEMENTATION

Section2

準備を踏まえて後半は、いよいよ創造⼒を使って

チームでプロジェクトを企画・構築・実⾏してきます。

半年という短く、でも濃い、この実⾏フェーズこそが、

YUNGA�Ambassador�Programの醍醐味。

「楽しく、⾯⽩く、かっこよく」仲間と共に、

⾃分たちのアイディアを形にしていきます。

SEP



EDUCATION（教育）
 ⼤学やコミュニティの⻘少年、若者世代を対象に、持続可能な社会の構築を学ぶ

 YUNGAチャレンジバッジプログラム（※）を実施します。
 課題の根本解決のためには、周りの⼈々の意識を変えるきっかけ作りが不可⽋。

 現状、SDGsについて学べる場所・機会は増えているものの、
 どうしても堅苦しかったり、⾃分の⾏動に落とし込む事は難しかったりします。

 このプログラムは幅広いテーマ（2020年現在12テーマ）で構築されているため、
 アクティビティの実施⽅法は多種多様。

 学⽣だからこそわかる「学ぶ側」の視点から、今までにないような⽅法で

 「教育プログラムを企画・実施」するプロジェクトです。

※YUNGAチャレンジバッヂプログラムについてはYUNGA公式ページを参照
 

PROMOTION,�OUTREACH�and�EVENTS（PR、イベント）
 ⼤学やコミュニティの同世代の若者がSDGsの達成に向けて⾏動していけるよう、
 PRとイベントの企画・運営を中⼼に実⾏します。
 環境問題や社会問題について、解決のための⾏動を求めるメッセージは

 世の中に多くなっていますが、まだまだ「意識が⾼い⼈がやっている事」という

 認識を払拭するのは、とても難しい事です。

 特にターゲットである若者層が、「⾯⽩そう」「仲間になりたい」

 「⾃分も何かしたい」と思えるような企画ができるのは、

 同年代であるAmbassadorとそのチームだから出来る事。
 「楽しく・⾯⽩く・かっこいい」PR・イベントを企画・実⾏するプロジェクトです。

DESIGN�YOUR�OWN�PROJECT（独⾃プロジェクトの実⾏）
 ⼤学やコミュニティで調査した課題に対して、解決策となりうる

 独⾃の持続可能性プロジェクトを⾃ら構築し、その実現のため⾏動します。

 ここでは活動内容のカテゴリーを設定していません。

 実施したいアイディアを、０から企画し、構築していきます。

 私たちは、どんな課題にもイノベーションと創造性を駆使すれば、

 必ず解決策を導き出せると信じています。

 何より、いつの時代も若者こそが社会の原動⼒です。

 ⼤学時代に仲間と課題に向き合い、０からプロジェクトを構築し、

 それを実現するために⾏動する事で、次の時代のイノベイティブな仕組みや

 解決策を創り出す事ができるかもしれません。
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Ambassadorとそのチームは、

調査した課題に対するプロジェクトとして、

以下の３つのカテゴリーの中から選択をし、

チームで内容を企画・実⾏していきます。

PROJECTS 
※実⾏にあたっては、YUNGA�Japan運営事務局や
 他のAmbassadorと現状をシェアする
 オンラインミーティングの機会を定期的に設けます。

EDUCATION

PROMOTION

OUTREACH

EVENTS

DESIGN 
YOUR OWN

PROJECT

(c)YUNGA Japan



�⾏動に基づいた知識と経験

⽇本のYOUTHリーダーネットワーク

国連関連団体∕国際組織と活動する経験

�YUNGA本部からの公式認定証

主体となり⾏動を起こす事への⾃信

世界にもまだないプログラムのパイオニアメンバーに

WHAT YOU CAN GET
ープログラムを通して得られる事ー

YUNGA�Ambassadorとなる参加者は、持続可能な社会の創造に情熱を持ち、

YUNGAと共に⻘年主導のアクションを起こす、「⾏動するYOUTHリーダー」です。

この1年間のプログラムは、SDGsの達成、すなわち「より良い未来」に向けて、

⾃ら学び周りの⻘年世代を巻き込み、仲間と共に⾏動を起こす事で、

リーダーシップを発揮するまたとない機会です。
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□�サステイナブルな社会を創るために⾏動したい⽅

□�⾃分と周りの⼈⽣にインパクトを起こしたい⽅

□�積極的∕主体的に⾃ら動ける⽅

□�現役⼤学⽣：2021年2⽉〜12⽉まで参加可能な⽅

□�英語での学習・意⾒交換が可能

 （もしくは学習する強い意欲がある⽅）

 ※選考時に英語あります

⼆次選考（個⼈⾯談）

SELECTION

SCHEDULE

期間：2020年12⽉〜1⽉末を予定

媒体：個⼈⾯談（ビデオ通話）

 ※英語有り

 ※回数：１〜2回。

 ※⼈により異なる可能性があります。

APPLICATION

CRITERIA
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募集要項

選考スケジュール

応募フォーム

（Google�Form）

期間：2020年11⽉20⽇〜12⽉31⽇

⽅法：応募フォームを提出

 ※フォームは以下へ

⼀次選考（応募フォーム）

(c)YUNGA Japanhttps://forms.gle/Kmph1GNufB6gMC3F9

https://forms.gle/Kmph1GNufB6gMC3F9


株式会社パソナグループ�

YUNGA�JAPAN運営事務局

〒656-1531 兵庫県淡路市江井682まなびの郷
Email:�info@yungajapan.org

To�do�is�to�be.�

⾃分が成りたいものになるよう⾏動せよ。

ーソクラテス�(紀元前469年頃-399年）

地球に、社会に、皆に良い事を、

もっと楽しく、もっと⾯⽩く、

もっとかっこよく、私たちでー
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お問い合わせCONTACT

本プログラム特設ページ

Manabinosato,�682�Ei,�Awaji-city,�Hyogo�656-1531�Japan

@YUNGA�Japan

応募フォーム

https://www.yungatribe.org

Y U N G A  J A P A N

https://www.facebook.com/yungajapan
https://www.instagram.com/yungajapan/
https://www.yungatribe.org/
https://forms.gle/Kmph1GNufB6gMC3F9
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